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荷台 に 立っ て いる 女の子 は 、 
眠っ て いる の で は な く 、 ど 

う や ら 甘 えて いる よう で す 。 
彼女 の 足 が 乗 足 な の が 気 に 
入っ た ん で す 。 




















ワ ャ 


カ " ェ 
>/ ん 銀 
と 年 . ブー ク 多 が 
8 ナ J .・ 








131. て ササ 


テー 


だ 


I 
計 ] \ 
‥ を 
「 当 証 ド 
」 
』 二 
円 
] ri 
「 本寺 。 
PD 「 に 導 - ョ 1 
な 1 さ ロコ 
人 に 1 
ー 
『 コ 
中 
町 由 
ゴ | 8 
『 1 た 1 訂 . 
『 上 記 時 
] し が 
中 ュー 
邊 申 』 
作 | 本 暫 
し 還 
「 1 3 寺 1 
『 
司 よ ! 呈 ' 1 
0 草 1 
則 
夫 
1 l 『 | 上 
町 \ 
j | 上 ] 
i 
」| 間 
」 本 『 
M 3 
| 思 | 
| 「 上 
| 生前 
『 
も 
| 
] 


ーー 
「: 恒 am 
= 当 
W 





5 
ーー 





SN キー.。 の ] 2 
ー 1 ば 1 ーー 字 ご ・ ーー ーー: 志 ロ R 本 
ョ F。 2 デイ に meir 
mn っ の さこ 
に 























ーー キー 


= = ー ェ ーー デー 

ei ョ ニー テー 記さ 一 守 ーー 

= = m ーー 1 
も ュ ミ 













の ぜ ? の 1 

/ 婦 / か 

(7 巡 の /。 た 
た どら 

うん た 


| Su . 
」 Ed へ 」 ) | 
ニテ 





























意 (独立 訓 定 ま oB ) 





(Gb た ほ * 


WW 


Mo 
OO 


ーー 


- 准 ほ 見 2 を ぅ 








ピン 赤 ガ 二 ー 赤 い 刈 っ 5 5 な りく 











: ン p 上 世 
Nr の 「 


か GE PO 


me 


2 





て 選 ーー っ 







ーー ャ ーー 


= | 記 me ま 


ド | 
(所 5 - = 嘆 族 = = 
> - 二 ニ ュ ーー マー = 
- 5 ュ 


可 





2 っ 4 プラ ュ ニテ - 
ンス ン る ッ / ら ネネ た 克 ど デ ょ や 
し li に | 
テウ の プ ぅ うだ >z J 』 だ <* プ . 吉 す コリ 了 イ ナ ぅ 67。 
ー の 2 47. と? うず 7 導 プ // ソ て の チワ ビ .。。 










2 の 47 タダ の 9 
レン 022 イ オジ デア と 
のみ BC 
クン 2@/ た 7 大 ナァ の 多 6 た 。 












宮 ー ia f 
中 Pa | 
ae 
に 
ーー ーー 


に 

















1 1 





| の と で に 
#。 艇 


ーー 
to 








| や 
M | 還 
過 了 
er 蛋 Ns、 
= m さい 








im | R 
了 wetW よ か 9 











の の さあ に 因 POY ま か の 5 カ と 
こと な 67 2 と 寺 ク みず "を た ち 。 思 る て / ヲ クラ プ ( と 
全 4c の 7 ルー テ 元 用 ん 且 み ムタ ゲ ダ 








さあ 。 帰っ たら や きい も と や 5 う 」「 ウン . や きい お やき いる コ 
人 金 o 条 の 際 殺 し の 中 る : 近 とら 釧 高 。 提 如 さと と う どる た ちゃ 氷 
科 直 E 来 て いた 、 本 袖 し 一 呈 翌日 うど た ちら 敵 を 長 て ろ び て 
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全 責 千足 。 欠 水 制限 . 作 協 の 生音 が 心配 され は じ め た 頃 . いう も より 早出 
を し た 日 、 出 まじり の 条 の 中 . 学校 放り みす ど 6 境 は 元気 元気 . 3 中 だ と 風 に 
! も ん ね .。 0757 パ 全局 た 応 が の ぞう で 愛人 女心 配 あ る けれ どい" ニ 
に は 茹 ん 石 正気 人 み 記 > て らっし ww 





た 衝 を 拉 み と で 天 鍵 の 償 2 パ 参 加 . 出 般 Y ゲ の 
くま や 3 みた の 7 で 本 * と た (っ 古 』 と き う っ か の ら 多 . 7 の 
た 池 ま す 作 のみ ば フク の 
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日 パ 購 う て を 、@ て と が 束 っ て る 団 豆 内 の 事 導 っ ば "し (に どの 
か ん 高い 声 が 通る 3。 ヨ わ ん の 時 選 ば カク '@ の 湊 さ が 細 し . と ゆ 洋 の 
た き ぎ や か 昌 き る * あ 。 と いう 届 た や みた 内 け て / テ 

琴 を 今 え 、 映 我 の - 明 の 光 里 の 甘み 73。 





日 は 今年 一 秋 宮 か っ た 日 と か 。 で て の 気 濁 は !O* ぞ 上 膨 、 
森 * 依 理 の る 葉 が 柔らか みる 1 ら あ ミ 出 に 浮 う 。 
寿 U 名 き で 委 わ る 枯葉 を 追 い っ て いさ みあ の よう 。 
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- 狂い 弄 内 か ら は 80 放 の 展望 が 由来 2 
だ けが 月 立つ . 頑 内 で は 、 神 尻 と 提灯 の 柔らか い 清 を 飲み 込む よう 
本 が 衣 空 に 火 の す の 折立 て 3。 花 火 & 見 る ぶ 
お 神酒 、 お て ん で ふ 3 ま われ .T しぃ 年 づけ ィ ゆ 
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パス 停 で パス ま 待っ お ば あさ ん 。 コー ト ま あい で 落 い 春の まん 中 で . 何 < 
えて いる の か 。 どこ か アメ リー セッ ダ の 風 悟 を に いき せ て . 込 ぃ 根 借 に 
時 の 花 を 喘 【 て いす 。 計時 を ある 3 けれど 、 朝晩 は きだ きだ > 今 え こく だ りり で 
素 ぶ ぶ 中 着 す る に ロ . を う 履 し 時 本 が か か り そ う た "。 
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今 は す @ も を パ 「 鉛 る リュ 

去 い 団地 は す と を の 雪が 2 渋っ た と 思 。 て いた が 天気 が 良い と 何 入 か ら か 
す ど も が 湧い て < る 、 和 | り 込 き 妃 た サツキ の 植え 込み は be>2 の 花 が 咲き これ 
す ど も の 上 声 で 静か 団地 は 生き 台風 一 過 、 沖 吉 で a 梅 南 が あけ た と み 。 
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陽 は 深み. 少 暮 の 時 と すず た 納 . 水辺 の 公園 に 千 区 の 刺 玉 放 た れ た 。 間 
れれ 3 光 の 事 滅 は . 音 クト に カ が あり . ぞ れ は 短い 全 使 の 故 ふ 求 髪 の 為 か , だ が こ 
池 Ka ガ ワニ ナ ロ 村 まず 堂 は 生き 5 れ い 。 ラル エッ ト ト 和民 か ぶ 人 和信 々 と 同 っ 光 に 
や ん の しさ ト 、】 
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ー 表 到 川 、 藩 合川. いつ を は 通り すず ぎる 人 ば "か りな の に . こん 女人 た 暑い 日 
は 了 捧 も 大 人 まや 。 ば ぱり 水 導 が 、 水量 は , 水 邊 は. も ず か し い 環 載 , 問 題 
ー 寸 置い て . 水 の 泊 , れ に 自 と ま か す 。 ( 歌 調 ) 川原 は の と と き 委 な 
わい を も みせ. 暗 の 声 を 大 きく 石 - て 夏休み 中 毅 に 入 、 た ある 日 の 光景 。 


の 夏 き っ り は 今 守 で る 回 月 、 お 等 り の あお ポ 
5 た 結び あけ る で 代り の が 
新 学 甚 ほ 間 放 

が 区 鉄 紀 








り の 中 で 小 法師 の よう 公 徐 次 、 し ミス て ん て 何 み 家 襲 . \ れ と る 往く 秋 に 
人 生 を 男 ね て …. そ で れ ( は きだ 早い ょ ぇ . 風 に 踊 3 葉 そ お 面 刀 いけれ ど ' 風 が 止 も と 不 れ うな 休ま い . 

今生 は 柿 の 者 り 年 と か . 作 が 明 . に る 柿 の か すそ 分 けが 後 を 絡 た ない は ど 、 邦 の 豊作 の 告 は 有 が 
多い と いう 、 時 品 包 泉 が 心配. され 3 この 需 、 果 し て やう 合 3 の だ うう 。 
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